
○
　
コ
ン
ビ
ニ
（
深
夜
）


　
　
店
内
に
は
、
客
も
店
員
も
い
な
い
。


○
　
同
・
バ
ッ
ク
ル
ー
ム
（
深
夜
）


　
　
山
村
健
太
（
２
１
）
、
コ
ン
ビ
ニ
の
制
服
を
着


　
　
て
、
椅
子
に
座
っ
て
ウ
ト
ウ
ト
と
し
て
い
る
。


　
　
健
太
の
前
の
机
に
は
、
ス
マ
ホ
が
置
か
れ
て
い


　
　
る
。
す
る
と
、
入
店
音
が
鳴
る
。
健
太
、
ハ
ッ


　
　
と
し
て
レ
ジ
へ
向
か
う
。


○
　
同
・
レ
ジ
（
深
夜
）


　
　
健
太
、
眠
そ
う
に
出
て
く
る
。
飲
み
物
の
コ
ー


　
　
ナ
ー
で
は
、
黒
い
服
を
着
て
い
る
長
身
の
男
性
、


　
　
飲
み
物
を
選
ん
で
い
る
。
健
太
、
ダ
ル
そ
う
に


　
　
立
っ
て
い
る
と
、
男
性
、
左
手
に
お
茶
を
持
ち
、


　
　
右
手
を
後
ろ
に
隠
し
て
歩
い
て
来
る
。
男
性
、


　
　
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
い
る
。
男
性
、
無
言
で


　
　
お
茶
を
レ
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
く
。
健
太
、
お


　
　
茶
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、


健
太
「
１
０
８
円
に
な
り
ま
す
」


　
　
健
太
、
前
を
向
く
と
、
男
性
、
健
太
に
包
丁
を


　
　
向
け
て
い
る
。
健
太
、
驚
い
て
後
退
す
る
。


男
性
「
金
を
出
せ
」


健
太
「
（
焦
っ
て
）
い
や
、
え
っ
」


男
性
「
早
く
し
ろ
」


　
　
男
性
、
左
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
袋
を
出
し
、
ケ
ン


　
　
タ
に
突
き
出
し
、


男
性
「
こ
こ
に
金
を
入
れ
ろ
」


　
　
健
太
、
男
性
に
袋
を
押
し
付
け
ら
れ
、
袋
を
受


　
　
け
取
る
。


男
性
「
早
く
し
ろ
！
」


　
　
健
太
、
男
性
を
見
る
。


○
　
同
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
深
夜
・
回
想
）


　
　
健
太
、
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
。
佐
山
哲
也
（
５


　
　
１
）
、
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
。
健
太
、
机
に
ス


　
　
マ
ホ
を
置
き
、


健
太
「
（
ぼ
そ
っ
と
）
強
盗
に
入
ら
れ
た
時
っ
て
、


　
　
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
す
か
？
」


　
　
哲
也
、
健
太
を
見
て
、
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哲
也
「
え
っ
？
」


健
太
「
強
盗
で
す
よ
。
こ
こ
で
強
盗
に
襲
わ
れ
た


　
　
時
っ
て
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
す
か
？
」


哲
也
「
あ
ぁ
、
強
盗
な
ぁ
」


　
　
哲
也
、
少
し
考
え
て
、


哲
也
「
相
手
が
何
か
持
っ
て
る
な
ら
、
抵
抗
し
な
い


　
　
方
が
い
い
よ
」


健
太
「
何
か
っ
て
？
」


哲
也
「
ナ
イ
フ
と
か…

銃
と
か
？
」


健
太
「
（
少
し
笑
っ
て
）
銃
は
な
い
で
し
ょ
？
」


哲
也
「
ま
ぁ
、
銃
は
な
い
か
。
と
に
か
く
、
何
か
し


　
　
ら
の
武
器
を
持
っ
て
い
た
ら
、
素
直
に
金
を
渡


　
　
し
て
、
そ
い
つ
が
出
て
行
っ
て
か
ら
通
報
す
れ


　
　
ば
い
い
」


健
太
「
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
は
投
げ
な
い
ん
す
か
？
」


哲
也
「
そ
い
つ
が
逃
げ
て
行
く
時
に
余
裕
が
あ
れ
ば


　
　
投
げ
れ
ば
い
い
け
ど
、
危
な
そ
う
だ
っ
た
ら
や


　
　
め
と
い
た
方
が
い
い
。
自
分
の
安
全
が
一
番
だ
」


健
太
「
で
も
、
そ
い
つ
を
シ
バ
い
て
捕
ま
え
ら
れ
た


　
　
ら
、
か
っ
こ
い
い
っ
す
よ
ね
？
」


哲
也
「
ア
ホ
か
。
そ
ん
な
の
、
や
ら
れ
て
怪
我
す
る


　
　
の
が
オ
チ
だ
ろ
？
　
無
闇
に
抵
抗
す
る
な
」


健
太
「
そ
ん
な
も
ん
っ
す
か
？
」


哲
也
「
そ
ん
な
も
ん
だ
。
ま
ぁ
、
こ
ん
な
所
に
強
盗


　
　
に
来
る
奴
な
ん
か
い
な
い
よ
」


　
　
健
太
、
腕
を
組
ん
で
足
を
組
む
。
室
内
に
は
静


　
　
か
に
な
り
、
ア
ナ
ロ
グ
時
計
の
音
だ
け
が
聞
こ


　
　
え
て
い
る
。


健
太
「
暇
っ
す
ね
」


哲
也
「
暇
だ
な
ぁ
」


○
　
同
・
レ
ジ
（
深
夜
）


　
　
健
太
、
袋
を
持
っ
た
ま
ま
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
。


男
性
「
早
く
し
ろ
っ
て
」


　
　
健
太
、
ハ
ッ
と
し
て
、


健
太
「
あ
、
は
い
」


　
　
健
太
、
レ
ジ
を
開
け
、
お
金
を
入
れ
て
い
く
。


　
　
男
性
、
健
太
に
ナ
イ
フ
を
向
け
た
ま
ま
、
外
を


　
　
確
認
し
て
い
る
。
健
太
、
男
性
が
自
分
を
見
て
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い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
レ
ジ
の
下
に
あ
る
防


　
　
犯
ブ
ザ
ー
を
見
て
、
ナ
イ
フ
を
見
る
。
男
性
、


　
　
健
太
の
手
が
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、


男
性
「
早
く
し
ろ
っ
て
」


健
太
「
あ
、
は
い
」


　
　
健
太
、
急
い
で
お
金
を
袋
に
入
れ
、
男
性
に
差


　
　
し
出
し
て
、


健
太
「
こ
れ
で
い
い
で
す
か
？
」


　
　
男
性
、
袋
の
中
身
を
チ
ラ
ッ
と
確
認
し
、


男
性
「
通
報
し
た
ら
、
戻
っ
て
来
て
お
前
を
刺
す
か


　
　
ら
な
」


健
太
「
は
い
」


　
　
男
性
、
足
早
に
出
て
行
く
。
健
太
、
男
性
が
出


　
　
て
行
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
を


　
　
持
ち
、
防
犯
ブ
ザ
ー
に
手
を
置
く
、


健
太
の
声
「
で
も
、
そ
い
つ
を
シ
バ
い
て
、
捕
ま
え


　
　
ら
れ
た
ら
、
か
っ
こ
い
い
っ
す
よ
ね
？
」


　
　
健
太
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
、
外
に
出
て
行


　
　
く
。
店
内
で
は
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
音
が
鳴
っ
て


　
　
い
る
。


○
　
同
・
前
（
深
夜
）


　
　
健
太
、
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
出
て
来
る
。


　
　
男
性
、
ナ
イ
フ
を
持
っ
て
戻
っ
て
来
る
。


男
性
「
通
報
す
る
な
っ
て
言
っ
た
よ
な
！
」


健
太
「
俺
が
お
前
を
捕
ま
え
る
！
」


　
　
男
性
、
間
合
い
を
取
っ
て
健
太
に
ナ
イ
フ
を
向


　
　
け
る
。
健
太
、
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
準
備


　
　
を
し
て
い
る
。
お
互
い
フ
ェ
イ
ン
ト
を
か
け
て


　
　
牽
制
し
て
い
る
。
健
太
、
思
い
切
っ
て
腹
に
目


　
　
掛
け
て
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
。
男
性
、
カ


　
　
ラ
ー
ボ
ー
ル
を
避
け
ら
れ
ず
、
お
腹
に
当
た
る
。


　
　
男
性
、
腹
を
手
を
置
き
、
唸
っ
て
い
る
。
健
太
、


　
　
一
気
に
男
性
と
の
距
離
を
詰
め
よ
う
と
す
る
と
、


　
　
男
性
、
ナ
イ
フ
を
振
っ
て
健
太
を
斬
ろ
う
と
す


　
　
る
。
健
太
、
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
ナ
イ
フ
を


　
　
避
け
、


健
太
「
危
ね
ぇ
」


男
性
「
絶
対
に
許
さ
ね
ぇ
」
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男
性
、
ナ
イ
フ
を
振
り
回
し
、
健
太
を
斬
ろ
う


　
　
と
す
る
。
健
太
、
何
と
か
ナ
イ
フ
を
避
け
て
い


　
　
る
。
す
る
と
男
性
、
ナ
イ
フ
を
振
っ
た
勢
い
で


　
　
少
し
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
。
健
太
、
そ
の
隙
に
男


　
　
性
の
手
を
掴
む
。
男
性
、
健
太
に
手
を
掴
ま
れ


　
　
た
状
態
で
健
太
を
刺
そ
う
と
す
る
。
健
太
、
抵


　
　
抗
し
て
い
る
が
ナ
イ
フ
は
ど
ん
ど
ん
と
健
太
に


　
　
向
か
っ
て
来
る
。
健
太
、
必
死
に
抵
抗
し
て
い


　
　
る
が
、
ナ
イ
フ
は
止
ま
ら
ず
に
胸
に
向
か
っ
て


　
　
来
る
。
男
性
、
笑
っ
て
い
る
。
男
性
の
サ
ン
グ


　
　
ラ
ス
が
取
れ
る
と
、
哲
也
の
顔
が
見
え
る
。


哲
也
「
抵
抗
す
る
な
っ
て
言
っ
た
だ
ろ
？
」


　
　
哲
也
、
健
太
の
胸
に
ナ
イ
フ
を
刺
す
。
健
太
、


　
　
絶
叫
す
る
。


○
　
同
・
バ
ッ
ク
ル
ー
ム
（
深
夜
）


　
　
健
太
、
ハ
ッ
と
し
て
目
を
覚
ま
す
。
健
太
、
胸


　
　
を
触
り
、


健
太
「
は
ぁ
」


　
　
健
太
、
机
に
置
か
れ
て
い
る
ス
マ
ホ
を
見
る
と
、


　
　
３
時
。
健
太
、
ス
マ
ホ
を
机
に
置
く
と
、
入
店


　
　
音
が
な
る
。
健
太
、
眠
そ
う
に
レ
ジ
へ
向
か
う
。


○
　
同
・
レ
ジ
（
深
夜
）


　
　
健
太
、
眠
そ
う
に
出
て
く
る
。
飲
み
物
の
コ
ー


　
　
ナ
ー
で
は
、
中
年
の
男
性
、
飲
み
物
を
選
ん
で


　
　
い
る
。
健
太
、
ダ
ル
そ
う
に
立
っ
て
い
る
と
、


　
　
男
性
、
左
手
に
お
茶
を
持
ち
、
右
手
を
後
ろ
に


　
　
隠
し
て
歩
い
て
来
る
。
男
性
、
サ
ン
グ
ラ
ス
を


　
　
か
け
て
い
る
。
男
性
、
無
言
で
お
茶
を
レ
ジ
カ


　
　
ウ
ン
タ
ー
に
置
く
。
健
太
、
お
茶
の
バ
ー
コ
ー


　
　
ド
を
読
み
込
み
、


健
太
「
１
０
８
円
に
な
り
ま
す
」


　
　
健
太
、
前
を
向
く
と
、
男
性
、
健
太
に
包
丁
を


　
　
向
け
て
い
る
。
健
太
、
驚
い
て
後
退
す
る
、


男
性
「
金
を
出
せ
」


　
　
健
太
、
目
を
見
開
く
。
ケ
ン
タ
の
背
後
に
は
カ


　
　
ラ
ー
ボ
ー
ル
が
置
か
れ
て
い
る
。
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